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おいでませ、ふくの国山口

←山口県到着！
からの

唐戸市場→
新鮮なお寿司を買い漁る
そして食べる呑む

唐戸市場を出発して1時間
後に瓦そばを食べる
お腹いっぱいですwww↓

曇天の中、角島大橋へ ↑（写真は加工しています）
このあと橋を渡って角島展望台の灯台に登りました。

↑宴会前に旅館近く
の吉田松陰神社へ
お参り
松下村塾も敷地内に
あり観覧 →
明治維新で活躍した
多くの志士を排出。
歴史の一部を肌で
感じる

↑下関市のマンホールと
黒のポカリスエット自動
販売機

灯台は強風+階段がきつかった･･･

↑夜は旅館で宴会です
明日もあるので温泉入って
早めに寝てくださいwww

旅館の人の対応は素晴らしかった
萩本陣さまに感謝です



←バックナンバーはこちらから閲覧できます

SLはSteam Locomotiveの略称。石炭を燃やし水を蒸気エネルギーに変え、黒煙を上げながら白い蒸気を
吐き出し走る蒸気機関車。独特の汽笛は郷愁と哀愁を感じる。

皆様こんにちは。銀河鉄道999に乗ってメーテルと旅したい技術部湯浅です。
今回は社員旅行で「SLやまぐち号」に乗ってきました。津和野駅発→新山口駅着の1時間40分の旅です。
あいにくの曇り空でしたが無事に出発です。（雨だと運休もあるそうです）
現代ではなかなか味わう事の出来ないレトロ感を車内で満喫。窓を開けると石炭を燃やした煙と匂いに
病みつきになりそうです。
汽笛は周囲への挨拶。そして「さぁ行くぞ」と言うSLからの覚悟の宣言に聞こえる。
至る箇所での沿線からの見送りに人の温かさと街をあげて盛り上げようとする想いが伝わってきました。

蒸気機関車は補給が必要な乗り物。それはまるで生き物、人間のよう。
走行のためには石炭と水が必要不可欠です。しかし、石炭を燃やした煙は環境問題に繋がり、過酷な労
働環境（機関士の配置や暑さなど）、そして石炭の確保も問題になっただろう。電気/電車の普及が急
速に進む中、SLという名の生き物は時代に淘汰された。
それでもSLは各地で汽笛を鳴らし続けている。これは地域経済活性化もあるだろうが、技術や歴史を継
承する役割もあるだろう。そして非日常体験を五感で味わう事ができる魅力が成しているからではない
だろうか。

今の時代、社会はスピードと効率化を求め、その速度は更に増している。人々もそれを求めなければ生
きづらくなっている。その恩恵は便利でスマートな生活である事は理解しているし感謝もしている。
その一方で人間らしいリズムや人との繋がりに郷愁を感じ、浸かり癒される事が必要な時代でもあるの
かもしれない。

技術部 湯浅

次の停車駅は･･･

2日目の朝は旧明倫小学校を改修して萩の
観光起点となる明倫学舎にて歴史の勉強
です。ガイドさんの説明付きで貴重な資
産を観覧しました。
1時間では足りなかった･･･
写真NGなので外観だけ
←

勉強したらお腹が空く
ので割烹千代さんにて
活イカで乾杯です。
提供時にイカの足が動
いていました←

イカに満足したら萩しーまー
とに移動してデザートの時間
です
美味しかったけど昨日から
ずっと食べている気がする→

暫くバスに揺られて辿り着いた
地は日本五大稲荷に数えられる
太鼓谷稲成神社
稲荷ではなく稲成？
津和野藩主の思いによりお願い
事がよく叶う・願望成就/大願成
就などの意味が込められている
そうです。 →

日本五大稲荷
京都 伏見稲荷大社
茨城 笠間稲荷神社
宮城 竹駒神社
佐賀 祐徳稲荷神社
島根 太鼓谷稲成神社

伏見稲荷は稲荷大社の総本宮なので3大/5大
稲荷で間違いないですが、それ以外は諸説あ
るそうです。
大切なのは信じて参る心と、御礼参拝ではな
いでしょうか。

最後はメインイベント「SL」
乗車です。
出発前、津和野駅には多くの
人が集まっていました。
2022年に100周年を迎え大改
修し無人駅になっていました。

感想と写真は下部へどうそ。


